
⼭梨県の概要と
実証実験サポート事業について

⼭梨県 知事政策局 リニア未来創造・推進グループ
2024.2.14(水) ＠豊洲の港から

－⼭梨は、挑戦と近い。未来と近い。－



自己紹介

⼭梨県 知事政策局
リニア未来創造・推進グループ
政策補佐 齊藤 浩志
2018年から3年間は産業労働部にて、(一社)Mt.Fujiイノベーションエンジンとともに10
年目を迎える「Mt.Fujiイノベーションキャンプ」や高校生向けアントレプレナーシッププ
ログラムを担当
2021年からは現所属にて、「⼭梨は挑戦と近い。未来と近い。」をテーマにスタート
アップに実証実験の場を提供する「TRY!YAMANASHI!実証実験サポート事業」等を実施
するなど、「スタートアップフレンドリー・やまなし」を掲げて活動中
※2年間の茨城県庁勤務、3年間の東京事務所勤務の経験あり



山梨県

名古屋方面から
3～4時間 ⇒ 45分

東京

東京方面から
1.5～2時間 ⇒ 25分

名古屋

長野

岐阜

群馬

埼玉

栃木

茨城

千葉

神奈川

静岡

● 人口 ︓ 794,745人（2023年12月1日現在）
※2023年の転⼊者数対前年度増加率は全国⼀

● 面積 ︓ 4,465.27k㎡（東京都の約2倍、⻑野県の約1/3）

長野

⼭梨県の概要
⽇本列島のほぼ中心に位置する海なし県
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 日本列島のほぼ中央に位置し、豊かな⾃然環境や富士⼭を
はじめ多彩な観光資源に恵まれる

 ⻑い日照時間、少ない降⽔量、⼤きな寒暖差による果樹王
国であるとともに、名⽔の地でもある

 ジュエリー、ワイン、織物など地場産業が盛んな⼀方、主
要産業は半導体関連産業を中心にしたものづくり県



ぶどう・もも・すもも収穫量、ワイナリー数、
日本ワイン⽣産量、ミネラルウォーター出荷額、

貴⾦属製品製造事業所数、数値制御ロボット出荷額、
図書館数、1日の平均食事時間

統計でみる⼭梨県の⽇本一
⼭梨県の概要
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3,000ｍ級の⼭々に囲まれた⼭紫水明の地

15km

30km

50km

⼭梨県の地勢

甲府盆地
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出典︓Google社「Google マップ」

半径約50km円におさまるコンパクトな盆地

15km

30km

50km
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⼭梨県の地勢



●世界最高レベルの⽔素・燃料電池の研究成果
●医療現場から医療機器開発に向けたニーズ提案
●起業家教育の強化、若⼿研究者の育成

⼭梨⼤学⼭梨⼤学

●ビジネスプランコンテスト開催、高校生等のアントレプレナーシップ教育、⼥
性の起業支援、地域課題解決型の起業支援など支援事業を継続実施
●産学官⾦連携による「スタートアップ・フレンドリー」な支援体制の構築
●最先端技術やサービスの実証実験を全面的にサポートする体制の構築

⼭梨県⼭梨県

支援体制整備・連携促進・実証フィールド調整

技術シーズ発掘・⼤学発ベンチャー

やまなし
イノベーション・エコシステム

⼭梨県⽴⼤学⼭梨県⽴⼤学

(株)⼭梨中央銀⾏
やまなし新事業応援ファンド

(株)⼭梨中央銀⾏
やまなし新事業応援ファンド

投資・コンサル

(⼀社)⼭梨イノベーションベース(⼀社)⼭梨イノベーションベースアントレ人材・⽂理融合人材

●起業家コミュニティの形成
●「Mt.Fujiイノベーションキャンプ」(2014年〜)
●高校⽣・⼤学⽣のアントレプレナーシップ教育(2019年〜)
●他地域のエコシステムとの連携

ﾈｯﾄﾜｰｸ
流動性

他地域の
ｴｺｼｽﾃﾑ

(⼀社)Mt.Fujiイノベーションエンジン(⼀社)Mt.Fujiイノベーションエンジン

起業支援・アントレ教育

(⼀社)⼤学アライアンスやまなし(⼀社)⼤学アライアンスやまなし

(公財)やまなし産業支援機構(公財)やまなし産業支援機構
起業支援

⼭梨県のスタートアップ・エコシステム
各プレイヤーの顔が⾒えるハンズオン⽀援体制

●地方創生人材教育「PENTAS」
●地域活性化人材育成「SPARC」

(⼀社)⼭梨県ニュービジネス協議会(⼀社)⼭梨県ニュービジネス協議会
起業（第二創業）支援・オープンイノベ

起業支援・アントレ教育



●物質・材料研究機構発の研究開発型ベンチャーで、半
導体製造装置向け「光学単結晶」の世界シェア95％
●光学単結晶の製造・開発のほか、単結晶を利⽤したデ
バイスやモジュール、レーザ製品を製造
●経産省「グローバルニッチトップ100選」、Fobes
JAPN「SMALL GIANTS AWARD」グランプリ

●物質・材料研究機構発の研究開発型ベンチャーで、半
導体製造装置向け「光学単結晶」の世界シェア95％
●光学単結晶の製造・開発のほか、単結晶を利⽤したデ
バイスやモジュール、レーザ製品を製造
●経産省「グローバルニッチトップ100選」、Fobes
JAPN「SMALL GIANTS AWARD」グランプリ

(株)オキサイド 【2021.4.5東証マザーズ上場】(株)オキサイド 【2021.4.5東証マザーズ上場】

●「子どもたちの学びと世界をつなげる」をビジョンに
掲げる、⼭梨発の教育系スタートアップ
●センサーをつなぐだけで、誰でも簡単にテクノロジー
を活⽤できることができる小型コンピューター「スクー
ミーボード」を開発
●旺文社と協業して、「スクーミーボード」を使って身
の回りの課題を解決する「課題解決チャレンジカップ」
を開催

●「子どもたちの学びと世界をつなげる」をビジョンに
掲げる、⼭梨発の教育系スタートアップ
●センサーをつなぐだけで、誰でも簡単にテクノロジー
を活⽤できることができる小型コンピューター「スクー
ミーボード」を開発
●旺文社と協業して、「スクーミーボード」を使って身
の回りの課題を解決する「課題解決チャレンジカップ」
を開催

(株)スクーミー【2020Boostｸﾗｽ・1位】(株)スクーミー【2020Boostｸﾗｽ・1位】

●20億画素を超える高精細デジタル化・複製技術を有し、
仏・オルセー美術館から複製に係る世界初・唯一の公式
認定を受ける
●県⽴博物館所蔵の葛飾北斎「冨嶽三⼗六景」の高精細
レプリカを製作し、NTT東日本と協業して浮世絵の制作
過程をひも解く体験展示を展開
●本社は調布だが、2018年に甲府に関連会社を設⽴

●20億画素を超える高精細デジタル化・複製技術を有し、
仏・オルセー美術館から複製に係る世界初・唯一の公式
認定を受ける
●県⽴博物館所蔵の葛飾北斎「冨嶽三⼗六景」の高精細
レプリカを製作し、NTT東日本と協業して浮世絵の制作
過程をひも解く体験展示を展開
●本社は調布だが、2018年に甲府に関連会社を設⽴

アルステクネ(株) 【2016始動部門・優秀賞】
アルステクネ・イノベーション(株) 【2019協創部門・最優秀賞】

アルステクネ(株) 【2016始動部門・優秀賞】
アルステクネ・イノベーション(株) 【2019協創部門・最優秀賞】

●日本のフードロス解消のため、飲食店の余剰食材と消
費者をマッチングさせるフードシェアリングサービス
「TABETE」を展開
●登録者数は10万人を超え、週刊東洋経済の「すごいベ
ンチャー100」に選出されるなど注目度が高い
●2018年に都内へ移転したものの、今後新たな事業を県
内で展開する可能性

●日本のフードロス解消のため、飲食店の余剰食材と消
費者をマッチングさせるフードシェアリングサービス
「TABETE」を展開
●登録者数は10万人を超え、週刊東洋経済の「すごいベ
ンチャー100」に選出されるなど注目度が高い
●2018年に都内へ移転したものの、今後新たな事業を県
内で展開する可能性

(株)コークッキング 【2017協創部門・最優秀賞】(株)コークッキング 【2017協創部門・最優秀賞】

⼭梨県から⽣まれたスタートアップ
ディープテック(ものづくり)から教育、アート×デジタルからSDGsまで



リニア中央新幹線の概要
東京・品川から約25分、名古屋から約45分



リニア開業により期待される効果
東京・品川25分、名古屋45分という劇的な時間短縮



リニアやまなしビジョン（概要）

○策定の趣旨

○リニア開業により期待される効果

・東京都心から約25分、名古屋から約45分で結ばれ、国際空港からのアクセスも格段に向上
◇劇的な時間短縮

◇スーパー・メガリージョン構想における４つのインパクト
① 新たなイノベーションを生み出すフェイス・トゥ・フェイスコミュニケーションの機会の増加等によるイノベーションの創出
② 暮らしに多様な選択肢がもたらされる働き方や暮らし方を制約する時間と場所からの解放によるライフスタイル等の変化
③ 海外からの魅⼒向上に繋がる新たなライフスタイルの実現等による海外へのアピール・外国人旅⾏者の地方への誘客促進
④ 高速交通ネットワークの多重性・代替性を強化する国土の骨格に関わる高速交通網の多重性・代替性強化による持続的な人・モノ
の流れの確保

・リニア開業は大きな転換点であり、県内経済にとってまたとないチャンスであるが、受け身の姿勢でいれば、ただの通過点となって
しまう

・目的地として選ばれるための理由づくりが必要であり、⼭梨百年の計として、千載一遇のチャンスを掴み取り、確実に⼭梨に富を呼
び込むため、リニアがある⼭梨が目指す姿を示し、その実現に向けた基本的な指針として策定
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※2020年3月策定リニアやまなしビジョン

◇リニアがある⼭梨が目指す姿
○目指す姿と実現に向けた取り組み

リニア開業を待たずに、地域特性を活かした実証実験が盛んに⾏われる環境づくりを進め、次世代を拓く才能豊かな人材の交流を生み出し、新
たなイノベーションが創発される「テストベッドの聖地」としての地位を早期に確⽴し、国内外に向けて強⼒に情報発信していく⼭梨への転換
を図ることで、更に有能な人材の対流を⼭梨で惹起し、その先に⾒据える関連産業や研究開発機能の集積の原動⼒となる好循環サイクルの構築
によって、県内の良質な雇⽤の拡⼤、県⺠所得の向上に繋げていく

テストベッドを突破口に最先端技術で
未来を創るオープンプラットフォーム
⼭梨

様々な地域課題の解決に繋がる「テストベッド」の提供を突破口に、国内外の優秀な研究者
等が結集し、新たな産業の創出、関連産業の集積や研究開発機能の拠点の形成により 「稼ぐ
⼒」 を⽣み出しつつ、世界に先駆けて新たな価値を創造する近未来の窓口としての地位を確
⽴し、オープンプラットフォームで世界に貢献している⼭梨を目指す

◇目指す姿の実現に向けて取り組む施策
施策︓地域特性を活かしたテストベッドの聖地化

※「テストベッド」とは実際の運⽤環境に近い状態で先端技術の実証実験を⾏う“場”のこと

※2020年3月策定



テストベッドの聖地化
東京・品川から25分という容易に⾏き来できる近接性

地域特性を活かしたテストベッドの聖地化

⼭梨県のテストベッドとしての優位性

・江⼾時代には東⻄の要衝として
歌舞伎の新作を試演

・明治から昭和にかけては
「甲州財閥」と呼ばれる

経済⼈たちの⾼い先⾒性

WHY︖テストベッド



TRY!YAMANASHI! 実証実験サポート事業
第5期までに35件のプロジェクトをオール⼭梨の⽀援体制でサポート

＜第1期＞21年9⽉〜22年2⽉
応募︓43件 採択︓8件

＜第2期＞22年4⽉〜22年9⽉
応募︓37件 採択︓6件

＜第3期＞22年9⽉〜23年2⽉
応募︓44件 採択︓7件

＜第4期＞23年4⽉〜23年9⽉
応募︓56件 採択︓7件

※10/11成果発表会

＜第5期＞23年9⽉〜24年2⽉
応募︓42件 採択︓7件

※⽀援中



《第1期採択企業》



《第2期採択企業》



《第3期採択企業》



《第4期採択企業》



《第5期採択企業》



「テストベッドの聖地やまなし」のブランドイメージ確⽴
未来に向けて新たなチャレンジを⾏う「イノベーション関係⼈口」の拡大

→ 県内市町村をはじめ、⺠間企業や医療機関との関係構築



「テストベッドの聖地やまなし」のブランドイメージ確⽴
未来に向けて新たなチャレンジを⾏う「イノベーション関係⼈口」の拡大

2023.11.9 YAMANASHI INNOVATION NIGHT
＠CIC Tokyo(⻁ノ門ヒルズビジネスタワー)

→ 日本最⼤級のイノベーション拠点にて
現地234名/オンライン104名
計334名との新たな関係構築



「テストベッドの聖地やまなし」のブランドイメージ確⽴

PRESIDENT 2022.3.18号→ 国の優良事例として「新スマート物流」が全国へ展開

⼭梨発の社会課題解決プロジェクト＝「社会的インパクト」の創出



起業志望者
の勧誘

起業志望者
の勧誘

実証実験実証実験

成⻑加速成⻑加速

事業展開事業展開

革新的スタートアップ・プロ
モート事業

リニア実証実験サポート事業

アクセラレーションプログラ
ム事業

革新的スタートアップとの共
創促進事業

本県における起業を創出するため、起業を志す優秀な学生や社会人が集まる渋谷
の共創拠点「QWS」で、起業⽀援団体や起業家が勧誘活動を⾏う
本県における起業を創出するため、起業を志す優秀な学生や社会人が集まる渋谷
の共創拠点「QWS」で、起業⽀援団体や起業家が勧誘活動を⾏う

本県をフィールドに⾏う実証実験をフルサポート（リニア局）。補助⾦額最⼤750万
円、補助率３/４。
本県をフィールドに⾏う実証実験をフルサポート（リニア局）。補助⾦額最⼤750万
円、補助率３/４。

専属のメンターによる伴走⽀援により、事業成⻑の加速化を⽀援するとともに、県が
仲介して県内企業とのマッチングを⽀援し、県内での事業定着を図る
専属のメンターによる伴走⽀援により、事業成⻑の加速化を⽀援するとともに、県が
仲介して県内企業とのマッチングを⽀援し、県内での事業定着を図る

多くのスタートアップが参加する⺠間事業者のプラットフォームを活⽤したオープンイノ
ベーションプログラムを実施し、県内企業とスタートアップとの共創⽀援
多くのスタートアップが参加する⺠間事業者のプラットフォームを活⽤したオープンイノ
ベーションプログラムを実施し、県内企業とスタートアップとの共創⽀援

起業の⽀援起業の⽀援 地域課題解決型起業支援⾦ 地域課題解決のためのビジネスプランで起業する者に、⽀援⾦（最⼤200万円）を
交付するほか、起業⽀援の専門家が事業の⽴ち上げにかかる伴走⽀援を⾏う
地域課題解決のためのビジネスプランで起業する者に、⽀援⾦（最⼤200万円）を
交付するほか、起業⽀援の専門家が事業の⽴ち上げにかかる伴走⽀援を⾏う

資⾦調達資⾦調達 資⾦調達サポート事業 認定VC等が投資したスタートアップに、新株予約権と引き換えに県から投資するとと
もに、VCとの連携を構築しリスクマネーの流⼊を促す
認定VC等が投資したスタートアップに、新株予約権と引き換えに県から投資するとと
もに、VCとの連携を構築しリスクマネーの流⼊を促す

⽀援拠点⽀援拠点 スタートアップ支援拠点の整
備

スタートアップの誘致・定着、創出を促進するため、スタートアップの事業拡⼤と県内
企業とのイノベーションを⽀援する拠点を整備（R7年共⽤開始予定）
スタートアップの誘致・定着、創出を促進するため、スタートアップの事業拡⼤と県内
企業とのイノベーションを⽀援する拠点を整備（R7年共⽤開始予定）

アイデア
検討
アイデア
検討

ビジネスコンテスト 中高生の“起業家精神”の修得、起業志望者の事業計画作成やマッチング等を⽀
援するためのビジネスコンテストを、起業⽀援団体等と連携して実施
中高生の“起業家精神”の修得、起業志望者の事業計画作成やマッチング等を⽀
援するためのビジネスコンテストを、起業⽀援団体等と連携して実施

新新

新新

新新

新新

スタートアップ支援策（R5年度）

施策の目的︓スタートアップの創出、県外からの誘致、定着の推進
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・アイデア検討から、起業、事業拡⼤まで、切れ目ない支援
・スタートアップの成⻑に⽋かせない資⾦調達の支援ため、県が直接出資（全国初）
・スタートアップが集まる拠点を整備し、県内企業とのオープンイノベーションを支援



未来創造インフォ
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